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戦国時代
の女性たち

ます



戦国時代の女性たち

戦国時代は、室町時代の終わり頃から安土桃山時代の終
わり頃までを指します。

身分の下の者が上位のものの権力をうばいとる「下剋上」が
たびたび起こる、実力の時代でした。
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『図説戦国女性と暮らし : 装束・化粧・髪型・食事・御殿・人物』
学研パブリッシング 2011
豊富な写真や解説付きのイラストで、当時の武家、庶民の女
性たちの服装や暮らしぶりを解説しています。
当時のライフスタイルを知ることができます。

戦国合戦や、戦国武将の生き様が注目
されることが多いですが、今回の展示で
は、戦乱の世を生きた女性に焦点を当
てて資料を紹介します。



現代の私たちも
戦国時代の人々から
学ぶことがたくさんあるんだね

『歴史のなかの女性の人権 』 田端泰子著
世界人権問題研究センター 2012
人権という考え方がない抑圧された時代でも、家の中や政治の場
で役割を果たした女性たちがいました。現代の人権問題を考える
際に、昔の女性はどうだったのか参考にしたい一冊です。

『史料にみる日本女性のあゆみ』 総合女性史研究会編
吉川弘文館 2000
女性をとりまく環境や権利・婚姻や職業などを、史料に基づき
時代ごとに紹介しています。女性の立場の変化や、主張により
今の私たちの人権に繋がっていることが分かります。
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『乙女の日本史』 堀江宏樹, 滝乃みわこ著
東京書籍 2009
神話の時代から昭和まで日本史が女性目線で紹介されて
います。現代のマンガやテレビ番組なども取り上げて解説
がされていて、どんどん興味が広がります。

『まんが日本史ヒロイン1000人 : 歴史を創った女性たち』
世界文化社 2016
時代別に活躍した女性たちが紹介されています。

教科書に準拠しており、まんがで分かりやすく子どもから
大人まで歴史を楽しめる一冊です。

テレビドラマがきっかけで
歴史に興味を持ったよ。
何か分かりやすい本はないかな？



戦国時代の女性たちは
どんな暮らしをしていたんだろう？

『やさしい日本女性史入門
古代から現代まで実話による女性の生き方』

中津攸子著 歴研 2015
昔の女性は、夫や親に従属していると考えられており、独立し
た人格は認められていませんでした。
その中でも自分の役割を見出し、たくましく生きた女性たちを垣
間見ることができます。

『戦国時代の女性』 暁教育図書 1978
戦国時代の背景と女性の境遇・役割などが紹介されています。
絵や史料の写真も多く、眺めるだけでも歴史に興味がわく一冊
です。
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『戦国の女性たち : 16人の波乱の人生』 小和田哲男編著
河出書房新社 2005
史実に基づき、より詳しく戦国時代の女性の役割、妻の役割
について書かれた一冊です。当時は女性に関する史料が少
ない中でも、戦国史に名を残す代表的な16人の女性の生き
様を知ることができます。

『戦国の女たち : 乱世に咲いた名花23人』 森実与子著
学習研究社 2006
戦国乱世の中で真摯に生きた女性を「賢い女」「美しい女」
「流転の女」「戦う女」というテーマに分け、有名無名の個性
溢れた女性たちの波乱に満ちた人生を紹介しています。

戦国時代にはどんな女性が
いたんだろう？
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妻として家を盛りたてる女性たち

『山内一豊と千代 : 戦国武士の家族像』田端泰子著
岩波新書 2005
妻は夫の出世を支える役割として語られることも多くありますが、
夫婦の関係をパートナーとして捉え、戦国時代の夫婦観や家
族像が紹介されています。

『戦国を生きた公家の妻たち』後藤みち子著
吉川弘文館 2009
公家社会のしくみや、公家の妻の役割についてまとめられてい
ます。
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政治分野で活躍する女性たち

『女性官僚の歴史 : 古代女官から現代キャリアまで』
総合女性史学会編 吉川弘文館 2013
どの時代にも、国の仕事をする女性(女性官僚)は存在していま
した。国との関わり方の変化や、意思決定への参加などの
歴史を知ることができます。

『井伊直虎と戦国の女城主たち』楠戸義昭著
河出書房新社 2016
抑圧された中で生活していた女性がいた一方、男性と対等に
「城主」として輝いた女性たちがいました。 積極的に人生を切り
ひらいた女性たちがいたことを教えてくれる一冊です。


